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OSSライセンス関連でよくある誤解
項 QA一覧
1 禁止されていなければ、利用できる？
2 他で利用実績があれば、利用できる？
3 OSSは特許侵害とは関係しない？

4 コミュニティへ投稿すると特許権の放棄は必須？
5 改変しなければ、ソースコードの提供は不要？

6 改変したら、コミュニティへ提供する必要あり？

7 ソースコード提供は開発元のURL紹介でOK？

8 ライセンス文書の提示は、参考和訳の方が親切？

9 代行作業であれば、ライセンス条件は関係なし？

10 ライセンスはOSIサイトからコピーすればいい？

11 ライセンスを修正することも可能？

12 ライセンスの著作権表示の空欄の扱いは？

13 BSDライセンスは著作権表示のみあればいい？

14 GPLは販売禁止？

15 GPLは動的リンクなら影響なし？

16 LGPLと静的リンクするとLGPL適用になる？

17 GPLと互換性のあるライセンスは入れ換えられる？
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GPLは販売禁止？

GPLのライセンス条件では、有償販売を禁止していません。したが
って、製品に含めて販売することも可能です。

ただし、製品を購入した顧客がGPLのOSSをコピーした際に、部
数に応じたロイヤリティを徴収することはできません。

なぜなら、GPLは自由に複製や改変を行うことを許諾しており、条
件を追加することを禁止しているためです。

GPLのOSSを製品で利用した場合、有償で販売することはできな
くなりますか？

いいえ
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検討FAQ

項 QA一覧 状態

1 ソースコードは誰に提供する？ FIX
2 コンパイラのライセンスの影響は？ FIX
3 著作権表示も記載が必要？ FIX
4 OSSに含まれる他のOSSのライセンス対応は？ FIX
5 ラッパーを挟んだときのGPLの影響は？ FIX

6 動作しないならライセンスを守る必要はない？ FIX

7 AGPLのSaaSでの条件について 検討中

8 自動生成されたソースコードの扱いについて 検討中

9 ライセンス変更時の対応について 検討中

10デュアルライセンスの選択について 未検討

11 ApacheV2の条文記載の著作権表示について 未検討

12自動ビルドツールの注意事項について 未検討

13伝播性のあるライセンスの両立について 未検討
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緑色は、現在、アクセスしている人を示す

Slackのイメージ
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#faq候補案

#faq作成_進め方

#q0007:agplのsaasでの条件

#q0008:自動生成ソースコード

#q0009:ライセンス変更

#slackの使い方

#メイン

#最新版の保存

・FAQの候補案を書き込み、蓄積する場所

・FAQの作成成方法や進め方を検討する場所

・#q000x:新規QAを検討する場所
－同時進行は3つまで
－「いいね」５つ以上でFIX

・SLACKの使い方を解説した場所（質問もOK）

・全員へのお知らせ事項を記載する場所

・運用、PPTフォーマット、FAQマージ版、FAQ一覧

【チャンネル】

♡slackbot

ouchi(自分)

xxxxxx

xxxxxx

【ダイレクトメッセージ】

・個人宛にメッセージを送付する場所

（注）運用は臨機応変に見直しています。

#自由におしゃべり ・何でも書き込みOK

https://openchain-jpwg-faq.slack.com/


FAQ作成SWG 運用の概要（1/2）
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(1)参加者

①FAQのライセンスはCC0-1.0(パブリックドメイン) での
公開に同意すること
②会社業務での参加の場合、上記について会社の承認を
得たうえで参加すること

(2)QA作成

①PPTのフォーマットにて公開する
②初心者向けの内容とする
③各社に共通する一般的な内容とする
④ライセンスの解釈がグレーな内容や、個別のビジネス毎に
判断が必要な内容は記載しない

⑤特定のライセンス条件が関係する場合は、関連条項を
記載する

⑥IPA,SOFTIC、コミュニティのQA等にて関連情報がある
場合、QAでの詳細説明は行わず、関連情報を記載する



FAQ作成SWG 運用の概要（2/2）
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(4)FAQの
公開

①一般的なQAは2カ月に１回程度で公開する
（ただし、蓄積状況による）
②特定のライセンスに関するQＡは、オフ会で内容を確認後、
公開する

(3)検討方法

①通常は、Slack を使ってコミュニケーションをとる
②対面での打ち合わせ（オフ会）は、四半期に1回程度
（緊急案件があれば随時開催）
<次回のオフ会>
1月15日(火) 15:00-17:30 蒲田(富士通)

検討課題
①公開方法の検討（GitHubとの連携）
②英語版の作成
③Chatham House Ruleの採用（ほぼ合意）



参加者募集中

• FAQの作成で、OSSライセンスへの理解も深まると思います。

• 参加は無料で、どなたでも参加できます。

• FAQは、パブリックドメインとして公開することに同意してください。

【連絡先】 富士通株式会社 大内佳子

OpenChain JAPAN WGのMLへご連絡ください。
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（参考）OSSライセンス研究所（OLL）とコラボしています
・OLLでは、毎月、ライセンス深堀り勉強会を開催中

https://www.osll.jp/

https://www.osll.jp/

